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札幌医科大学集談会記録
第124回　昭和53年（1978）6月20日
武内忠男（熊本大学医学部第2病理）：メチル水
　　銀蓄積と水俣病発症機序
第125回　昭和53年（1978）7月20日
司会大野公吉（生化学第1）：血清リボ蛋白代謝
　　異常
野間昭夫（東京都養育院研究検査部）：とくに異
　　化反応を中心として
　1970年を境として，血清リポ蛋白代謝に関する知識は，
アポ蛋白方面からみられるようになって急速に進歩し，そ
れ以前の概念の修正が多くの面で行なわれてきた．
　先ず血清リボ蛋白め組成及び代謝機構について触れ，と
くにLDLのReceptor　theQry等について言及する．
　次でリボ蛋白代謝に直接関与する2つの代表的酵素，
LCATとlipoprotein　lipaseの反応機構及び意義につい
て述べ，とくにtriglyceride　rich　lipoproteinを対象と
して，そのtfiglycerideのcatabolismに関与する所謂
lipoprotein　lipaseに関する世界の動向と我々の実験結果
について報告する。近年，所謂lipoprotein　lipaseカミ多
くの酵素の集団であることが判っており，その中で，狭義
の1ipoprotein　lipase，　hepatic　triglyceride及びmono－
glyceride　lipaseについて種々のdataと，それらの酵
素の推測しうる生理的意義について論ずる．
　最後に高脂質血症の概念，分類，その他について述べ，
さらに一種の高脂質血症であるところのlongenity　sy撫
dromeとの関連より，ここ2～3年の世界の臨床脂質的
topicsの一つであるHDL－cholesterolと動脈硬化性疾
患との関係について，最近の我々のdataを示すと共に，
我々の考えを披露したい．
　今回の話題提供は，テーマである血清リボ蛋白……高脂
質血症と言う面を考慮し，出来るだけ臨床的観点に立った
話題を提供したいと考えている．
山田弘仁（ルカ病院）：アポ蛋白を中心として
　近年血清リボ蛋白の構造ならびに機能が明らかにされる
と同時に，リボ蛋白の蛋白部分であるアポ蛋白に関しても
多くの新知見に接する．
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まず超遠心分離法によって分画される1」ポ蛋白とこれら
アポ蛋白との関係について触れる。
　次に，リボ蛋白の異化過程において関．与すると推測され
るアポ蛋白の役割について文献的考察を加えて紹介する．
　さらに，血清中のアポ蛋白濃度そのものを測定した報告
はきわめて少なく，今回，高脂質血症ならびに2，3のリボ
蛋白代謝異常を伴う疾患を対象に，高密度リボ蛋白（HDL
2・3）の主要アポ蛋白であるアポA－1ならびにA－II濃度を
免疫化学的に測定した我々の成績を示す．
　これらアポA－1ならびにA－IIはいわゆるLCAT活性
の上で前老はactivatorであり，後老はinhibitorである
との報告とも関連して，同時に測定したLCAT活性の測
定結果などを示して話題提供としたい．
第126回　昭和53年（1978）9月16日
Sheldon　Dray（Department　of　Microbiology，
　　University　of　Illinois　Medical　Schoo1，　USA）：
　　Identi丘cation　of　five　human　lymphocyte
　　subpopulations　by　their　characteristic　bind－
　　ing　to　various　strains　of　bacteria－Ap－
　　plication　to　the　study　of　chronic　lympho－
　　cytic　leuke皿ia．
第127回　昭和53年（1978）11月2日
伊藤碩侯（北海道赤十字血液センター）：　血液成
　　分製剤の現況について
　十数年前までの輸血は，不足している血液成分或いは不
足した血液を全血で補充するという輸血療法の原型に従っ
ているにすぎなかった．現在では，その考え方が世界的に
かわり，不足している成分のみを補充する所謂血液成分療
法に転換してきている．
　New　YorkのDr．　Schorrらは血液成分療法の従来の
考え方から輸血学の概念を改める必要があると述べている
ので，彼の論文の一部を抜記してみた．
　There　is　an　axioml　If　a　patient　bleeds　whole
blood，　he　needs　to　be　transfused　with　whole　blQod．
Without　denying　that　under　conditions　of　severe
hemorrhage　this　statement　has　certain　validity，　it
must　be　examined　in　the　light　of　recent　experience
in　using　electrQlyte　solutions　alone　or　with　packed
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red　bloQd　cells　for　the　treatment　of　acute　blood
loss．
　Julian　B．　Schorr，　M．D．，　Gertie　F，　Marx，　M．　D．，
　Bronx，　New　York，　Anesthesia　aロd　Analges至a　Vol，
　49，NQ．4，1970．
　以上のことから，最近の血液の確保の状況と血液成分製
剤の特徴を述べ，新しい製剤（Transfer　factOI，　Inte■一
fero且）についてもふれてみたい．
　　　第128回　昭和54年（1979）2月2日
北畑昌彦（米国エール大学医学部麻酔科）：落痛
　　の生理と薬理
第129回　昭和54年（1979）2月15日
三宅浩次（公衆衛生学）：医学とコンピューター
昭和53年になって，ようやく本学にも教育研究用を目的
とした汎用ミニコンピューターが導入され，近く一般に公
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開使用されることとなった。これを機会に，医学領域にお
けるコンピューター利用について，最：近の動向を紹介させ
ていただく。
　コンピューターの特色は，1）高速処理，2）大量処理，
3）正確さにある。その各処理機能も急速な進歩をとげ，
より高性能でしかも小型化し，低価格になり，使用しやす
くなってきた。
　ハードウェアの進歩に対応して，その利用法も多彩にな
った。とくにプログラムのパッケージ化が進んで，ごく初
歩的知識だけで大きなプログラムが使えるようになってき
た。どのような資料をどのような解析にまわすべきか，と
いう判断が重要になり，算法の教育より，その算法の組み
立てられた意義を理解させることが教育目標として重要に
なると思われる。
　実際の応用については，計量診断の方法と代表的なパッ
ケージプログラムのいくつかを紹介して，今後の利用の参
考にしていただこうと考えている。
